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麗
總
濟
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龢
の
發
墙

第
十
一
號

"に

1.

般
的
富
を
增
加
せ
し
&
る
場
合
が
あ
る
。
例
へ
ば 

へ，各
種
の
科
學
的
實
驗
の
場
合
の
類
で
あ
る
。
茲
に
於
て 

■.ヤ
ッ
ジ
.：：ャ
ー
は
日
；ぐ

「

私
人
§

は
、
勞
働
の
生
產
カ 

を
測
走
す
る
に
其
の
生
產
：物
の
交
換
®
値
を
以
て
し
, 

:
1
:
:
般
經
濟
は
其
の
使
用
價
値
を
以
て(

す
る
も
の
に
し 

ヽ
て
” 

•
國
民
經
濟
は
.興
の
中
間
の
.位
置
を
.占
む
る
も
の
で 

あ

^」

ど
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併
し
如
何 

:

な
る
見
地
i
り
本
題
が
考
慮
せ
ら
る 

>
を
間
は
ず
> :

多 

く
の
最
近
經
濟
羅
者
は
ゝ
寧
し
：C
非
物
質
的
生
產
物
の
.
 

.佩
造
を
も
生
產
的
勞
働
の
部
類
に
數
ふ
る
も
の
で
* 

る
：。
而
し
て
®
々
が
興
®

論
據
を
，高
め
れ
ば
高
め
る 

程
、
夫
れ
丈
け
或
る1

宠
の
勞
働
の
生
產
效
方
を
評
價 

す
る
.場
合
に
困
雛
の
程
度
が
增
加
す
る
の
で
ぁ
る
。
去 

れ
，ば
吾
々
は
ロ
タ
、v
ャl

y
j

共
に
ぅ
1
國

民

が

偉

大

，
で

あ
り
、
自
由
で
あ
な
，
又
聰
明
で
め
れ
ば
あ
る
程
、
夬 

れ
丈
け
袖
人
の
利
得
は
»;
の
國
民
及
び
世
界
の
利
得
ビ

1
致
す
る
«
间
が
强
く
な
る
の
で
あ
る」

ど
斷
言
し
# 

.る
の
で
あ
る
:0(Roscher,. 
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a
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一.：
右
は
、
所
謂
^
ft
的
勞
働
說
に
對
し
て
現
代
經
濟
學 

者
が
與
へ
；れ
る
批
評
の
一
で
あ
る
。
次
代
私
は
、
_

樣 

.に
所
謂
生
產
的
消
*
說
.に
對
す
る
彼
等
の
批
評
を
間
か
，
 

う
。(

次
號
完
結)
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蘭

西

經
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學(-
於

る
 

價

植

論

の

凝

達

完

)田

誠

1
1

す

:

前
叙
の
價
値
«
成

の

諸

條

件

に

し

て一

旦
完
備
具
發 

す
、る
時
、
吾
人
は
什
膝
の
理
由
に
S

き

て

此

1

%
を
他

の

，
物
ょ
り
も
或
は
高
く
或
ば
，低
く
品
|1
す
る
や
。
吾 

人
が
他
物
ォ
の
比
較
に
於
て
一
物
に
賦
典
す
る
筑
要
の 

程
度
換
赏
す
れ
：ば
評
侦
の
檩
準
は
抓
邊
に
之
を
求
む
可 

き
や
、
锻
終
效
用
說
は
愛
.に
.據
頭
す
：る
い
抑
 々

一
:©
の
« 

臌
全
體
：に
就
き
て
觀
^
る
效
用
$
此
物
の
各
個
の
_取
位 

に
.關
し
て
考
察
し
た
る
效
;1
]
^
の
間
に
峻
黻
な
る
區
別 

r
設
け
、
0

0

の
效
用
說
X
稀
少
价
說
ミ
を一

體
に
融 

合
し
て
價
佩
論
上
に
一
.
.新
紀
元
を
*
し

，
得

た

る

此

^

說
 

は
、
明
か
に
其
淵
源
を
^

»

_國
に
#
し

p
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l
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l

 

w

l

e

uを
始
め
：怫
蘭
西
の
學
徒
が
之
を
紹
述
せ
る
；
 

は
ノ
茧
»

■
近
の
事
柄
に
屬
す
る
。
乍
併
^
學
說
の

-m 

■
前
提
S
蒞
做
す
可
き
若
干
の
m
ft
は
必
ず
し
も
然
ら 

す
。
其
第j

は
欲
盟
鉋
滿
の
法
則
k

p.
e 5atiasit6 

des 

b
e
s
o
i
a
s

挽
言
す
れ
ば
^
凡
.ゆ
る
欲
望
は
其
.强
度
！
2
 

於
て
冇
阪
な
卩
ビ
云
ふ
既
解
で
あ
る
0

一
 

定
量
の
麵
顏 

は
能
く
菩
人
の
，饑
娥
を
癒
す
可
く
、

一
 

定
量
，の
水
は
以
ー 

て
吾
人
の
涸
«
を
癒
す
る
に
足
ら
ん
。
，凡

そ1
i
4

の
時

期
に
於
る
個
々
の
欲
望
は
其
對
象
代
る
財
貨
を
攝
取
す 

る
事
多
き
に
從
つ
て
次
第
に
其
强
度
を
減
迟
し
、
遂
に 

飽
滿
の
點
に
達
し
て
消
滅
す
る
も
の
で
あ
る
。
其
第
一
一 

は
欲
蓮
雜
多
の
法
則
a
f de

 

S
d
e
t
6

a.e
s

cre
s
o
i
n
s

換

言
す
れ
ば
、
欲
蟹
は
其
數
無
限
な
:^
.

W

云
ふ
見
解
で
あ 

る
，。
個
人
的
例
外
は
姑
く
措
き
疋
常
の
入
間
に
就
き
て 

觀
察
す
る
時
は
、
苟
く
も
現
世
に
生
を
享
粉
せ
る
以
上 

此
生
を
可
及
的
幸
福
に
瓦
つ
恒
久
に
持
績
す
る
爲
に
變 

轉
極
ま
々
無
き
^
豸
を
或
は
創
生
し
*
は
洱
現
す
る
事 

:が
人
類
自
然
の
通
有
性
た
：る
は
、
古
往
今
來
常
住
不
易 

の
事
實
で
あ
る「

第
三
は
.欲
望
'代
位§

法

則

s
 d

e

 

substitution 

des 

b
e
s
o
i
n
s

で
あ
つ
て
、
此
は
前
揭
ニ
法 

則
の
當
然
の
結
果
で
あ
る
b

即

ち

1
方
に
於
て
各
個
の 

欲
踅
は
其
飽
滿
點
に
接
近
す
る
に
從
ひ
漸
次
其
强
度
を 

.減
退
す
る
の
事
實
あ
り
、
他
方
に
於
て
人
間
の
欲
S
は 

無
限
に
變
轉
す
る
の
事
實
あ
>
、
爲
に
或
は
現
在
感
受 

せ
ら
る
\
强
度
に
從
ひ
或
は
之
を
充
足
す
る
に
必
要
な
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片
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大
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に
鑑
み
て
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一
の
欲
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は
他
の
欲
键
を
し
む
可
し

」

ど
云
ふ
の
が
欲
望
代
位
の
法
則
の
眞
道
で 

K
逐
し
楚
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に
代
位
す
る
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で
あ
る
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>
裳
果
て
、
茶
粱
を
嗜
好
す
る
が
如
き
、
又

肉

價

昂

I
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广
日
.
で
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％
ふ
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ぶ
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勿
き
、
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此
皆
這
般
：の
：事
實
を
證
明
す
可
き
適
例
"

_

最
終
效
用
說
の
功
績
は
此
欲
望
代
位
の
法
則
を
憤
値 

c

o
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I

I
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o
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問
題
の
解
明
に
適
用
せ
る
卵
に
在
る
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佛
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西
の
學
徒
パ 

p
o
g
q
u

ぐt. 

I. 

1

1

d
o,
c
? j

が
此
學
說
に
啓
示
を
錢
へ
る
主
耍
な
る
思
想
を
槪
括
す 

no§
e 

politique, 

a

e:2
:
f
t
.
;
p
p
.

袁
-
5
0

)

0
要
約
す
れ
 ̂

一
 

は
惯
攸
有
限
<
prr
日—

ば

「

各
人
が
特
定
の
欲
望
に
滿
足
を
與
ふ
る
爲
R
支

拂
Kmlte 

:の
觀
念
で
あ
る
。’凡
ゆ
る
欲
鐵
の
最
商
の
强
度 

は
，ん
e
姐
他
す
る
所
の
：鱗
牲
は
、
此
欲
望
が
愈
々
益
々

は
之
を
充
足
す
る
物
#
の
價
«
の
極
點
に
對
應
す
る
。

充
.足

せ

ら

れ

其

麗

•か
徐
々
に
消
滅
し
行
く
に
從
っ
て
：j :
其
過
剩
£
共
化
飽
滿
は
開
始
し
二
切
の
追
加
分
量
は
其 

減
少
す
る
0
然
る
時
は
此
欲
：望
は
相
異
る
滿
足
を
要
求j

 

:價
値
の
低
落
を
促
進
し
て
«;
て
必
耍
な
-
0し
物
も
愛
^: 

す
る
所
の
他
の
欲
望
に
依
々
*
逐
せ
ら
名
。若
し
斯
か
：
無

^

ぞ
化
す
る
。
f
t竟r

一、注
產
物
の
價
値
は
、
*
物

，
 

る
欲
望
の
正
诏
の
滿
足
が
生
產
物
の
.稀

少

な

る

が

爲

に
.の
豐
富
な
る
事
が
最
も
緊
婴
な
る
欲
望
滿
足
の
程
度
に 

:
«久
の
#
开
を
耍
す
る
に
於
て
は
、
各

人

は

例

外

的

消

對

應

す

る

a
を
超
過
す
る
に
至
る
や
否
や
、
著
し
き
低 

费
を
賊
み
一
層
费
用
少
き
他
物
を
以
て
是
れ
に
代
位
せ
.
'落
を
惹
起
す
.可
し
。
是
れ
に
反
し
て
同1

生
產
物
の
®

6

は
、
其
分
1

に
則
限
あ
.る
，が
爲
.に
其
對
應
す
る
欲
望
れ
る
貨
物
の
全
最
を
讓
渡
す
る

•か
爲
に
は
、
生
途
者
は 

中
の
致
も
緊
粟
な
る
も
の
が
未
：だ
充
见
.せ
ら
れ
す
に
放
一
層
有
利
な
る
對
價
に
依
て
誘
は
れ
ね
ば

^
ら
ぬ
0
享 

棄
せ
ら
れ
あ
る
時
は
、
m
大
な
る
割
合
；を.以
て
騰
貴
を
樂
遞
減
の
觀
念
は
斯
く
胸
中
に
人
知
れ
ぬ
打
算
を
秘
せ 

«
贺
ず
可
し
-

S
云
ふ
の
で
あ
る(

tHe
r
o
y
-
B
e
a
u
u
e
u
:
:

し
む
る
事
に
依
つ
て
供
給
の
分
;4
を
队
定
し
、
價
«
の 

.o
p
'

 

d
r 

pp. 

4
r
4
3
0
?

菩
人
は
愛
に
需
要
の
分
量
を
支
.j

頻
々
れ
る
雜
動
を
ー
層
苠
く
了
解
せ
し
む
る
も
の
で
あ 

配
し
：價
値
の
變
動
を
龙
右
す
る
カ
を
見
る
。：
第

ニ

は

享|

る

(Leroy-Beaulieu:: 

op. 

cit 

pp. 

35
-
3

00」
Gide::' 

樂
I
或.moindre 

j.ouissance

の
觀
念
で
あ
る
9

.例

へ

o

v 

a
t pp. 

6
7
-
7
1
)
。

第
三
は
即
ち
無
差
別
の
法
則 

ば
穀
物
の
如
く
に
ニ
商
品
が
幾
多
の
用
敗
に
適
合
す
るj 

M

 d

B"d
®
r
e
n
c
e

で
あ
る
0

楚
れ
あ
る
が
爲
に
li
t
質
者 

時
は
V

其
最
も
緊
要
な
る
欲
望
に
役
立
っ
最
初
の
定
*

|
は

「

物
の
定
量
を
購
入
す
る
に
砂
I

、
彼
れ
が
之
を
適 

は
、
賒
分
の
欲
望
に
對
應
す
る
爾
後
の
定
量
よ
り
も
ャ
.

一

用

し

得

可

き

種

，
々

な
る

用
途
の
間
に
^
別
を
設
け
、
此 

耕
„

。
身
し
て
ー
層
大
な
る
使
用
價
値
を
：有
す
る
で
區
別
に
準
じ
て
膦
買
價
格
に
差
等
を
附
す
る
の
要
は
な
.
 

あ
ら
ぅ
？
斯
が
る
主
要
の
諸
欲
望
に
備
ふ
可
く
其
最
初
、

 ̂

o
一
 

旦
市
場
が
過
剩
R

陷
る
に
於
て
は
、
飽
滿
の
感 

の
定
景
を
保
留
し
た
る
後
に
於
て
は
.彼
れ
.耕
作
者
は
、
：

，，受
せ
ら
れ
始
む
る
®
以
上
に
提
供
せ
ら
れ
た
る
同
禪
貨 

:
.其
丰
放
す
_
を
肯
ん
中
，る
，所
の
穀
物
を
評
價
す
る
に
？

物
の
全
量
が
"
價
値
の
減
少
を
蒙
る
。
最
緊
要
の
欲
翅 

:

該
穀
物
が
彼
れ
に
猫
保
す
可
き
所
の
輕
減
せ
る
享
樂
-充
足
に
不
可
缺
な
る
部
分
ご
雖
尙
且
っ
然
り
で
あ
る
。

の
程
度
を
以
て
す
る
で
あ
ら
ぅ
0
隨
っ
て
彼
れ
.の
.基
本
::
.而
し
て
假
令
穀
物
の
最
初
の
定
最
が
其
追
如
分
量
よ
技 

の
欲
^
を
充
足
す
る
に
缺
ぐ
可
が
ら
ず
ミ
判
斷
せ
ら
れ
も
總
て
の
消
費
者
に
取
つ
て
效
用
大
な
る
に
せ
よ
、
購 
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者
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定
景
に
對
し
て
第
こ
の
定
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礙
高
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r

ff
i
値
は
主
?I
的
效
用
に
依
つ
て
窟
ま
る
。
此
效
用
は 

吾
人
が
所
有
す
る
物
の
各
取
位
に
f
e
K
V
て
異る

.，

然
る 

に
欲
望
の
强
度
は
是
等
塯
伩
の
增
加
す
る
に
從
つ
て
減 

少
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
各
诹
位
の
效
用
も
亦
た
是 

.

れ
.に
伴
a
て
漸
減
す
。
.，
而

し

て

是

等

の

ホ

、
：
最

終

の

寧
 

份
換
言
す
れ
ば
最
後
に
充
足
せ
ら
る
、
欲
-M
に
對
應
し 

_

*:
>
て
：最
小
の
效
用
を
有
す
る
'
®#;
の
，效
用
が
、
%
の
： 

条
.
.T
.グ
.
n
n̂.ケ 

 ̂效
打
を
決
^
1

-R
限
^
す
^J. 
一̂
ム
#
終

： 

效
万
S
ク
.
r
評
は
*
上
の
M

衆
の
上
に
其
$
爾
を
有
す 

る
'も
の
：に
し
て
、
佛
蘭
西
最
近
の
諸
學
者
亦
一
般
に
之 

■を
認
容
し
て
ゐ
る
。
，
現
ポ
斯
學
の
最
高
權
威
ぞ
許
容
せ 

ら
れ 

> 
價
値
論
上
に
淤
て
は
折
衷
說
の
支
棑
t
な
，9
芒
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W
せ
ら
る
、

Charles G
i
d
e

す
ら
、
最
够
效
用
說
ょ
價 

:抵
の
複
合
/;
7

因
，を
把
®
せ
る
も
の
な
れ
^
も
一
見
唯
一 

‘原
因
を
捕
捉
せ
る
か
の
速
斷
を
招
く
惧
れ
あ
b

e
爲
す 

の
外
、
何
等
根
抵
ょ
り
之
を
覆
滅
す
可
き
有
カ
な
る
吸 

|

擊
を
提
示
し
て
は
ゐ
な
い(

Q
d
e 

: 

P
d
n
d
p
e
s

 

dw^
c
o
n
o
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m
i
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此
項
を
閉
づ
る
に
當
つ
て
愛
に
無
差
別
の
法
則
せ
ハ
ム
へ 

| 

.る
は
、
例
へ
ば
.英
吉
利
の
:!C

h
a
p
m
a
n

の
如
き「

派
の
.

厂
論
者
が
、

「

代
用
の
法
則

」

せ

「

限
界
效
用
均
等
の
法
則

」

，
 

ふ
し
及
び「

無
差
別
の
法
則
t

を
異
名
同
則
な
b
ビ
解
釋
.、
 

:;
:せ
る
ビ
は
其
軌
を
異
に
し(

C
h
a
p
m
s
:
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t
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寧

ろ1

定
の
時
同 |

 
市

發
に
於
て
同
種
の
貨
物
に
關
す
る
價
格
は
啦
だ
一
あ
る 

の
，み

，

沄

ふ"Stanley 

J
e
v
o
n
s

の

所

謂

無

差

別

の

法

m

l.
l

l

4
rt
-h ed. 
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0
1
)
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佛
砌
西
紐
濟
學
に
於
る
慨
値
論
の
發
逮

.
評
馏
の
眞
態
は
斯
く
の
如
し
:0
而
し
て
此
評
價
は
決
;
:
 

し

て

恒

久

不

變

の

も

の

に

め

ら

ず

。

,:
;
使

用

價

値

も

之

を 

戡
礎
S
す
る
.熒
換g

値
も
共
に
：本
斷
の
：戀
動
を
免
れ 

ぬ
。
是
れ
評
惯
の
窮
極
の
根
抵
た
る
主
«
的
效
用
自
體 

が
阴
矩
的
の
も
の
に
あ
ら
ざ
る
當
然
の
結
果
で
あ
る
。

ノ
 

然
ら
ば
綴
の
變
動
に
關
す
る
諸
家
の
見
»
は
如
何
。

:,
:
い
：
：：
二
十 

I 

:
,
リ

:
:'
.

M
說
に
從
へ
ば
價
値
の
變
»
を
支
配
す
る
も
の
ぞ
し 

て
.從
來
反
探
傅
唱
せ
ら
れ
れ
る
需
要
供
給
の
作
㈣
は
、 

全
然
之
を
無
視
す
るS

は
.不
可
能
.で
：あ
る
。
:.
乍
.併

--
!
價
ー 

値
は
需
耍
量
に
IT
-
比
例
し
供
給
傲
に
：反
比
.例
し
て
變
動：| 

す」

^:
病
ふ
言
句
を
以
て
"，

價
値
變
動
の
全
問
題
を
解
一 

決
し
去
れ
る
も
の
$
见
惟
せ
：る
.所
謂
«
來
の
.游
耍
：供

給I

 

の
法
則
は
"
近
！T

需
要
供
給
は
洵
に
.偾
値
の
高
低
に 

影
響
す
可
.き
も
"
然
も
亦
k
:惯
値
の
高
低
が
逆
に
需
要 

供
給
に
影
響
'̂
る
斯
も
眞
な
り
.ビ
，云
ふ
事
實
に
：想
到
す 

.

る
に
及
ん
で
、
蕃
し
く
其
面
目
を1

新
せ
ざ
る
可
か
ら

笫

十

八
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佛
砌
西
經
濟
思

ざ
る
に
至
つ
れ(
G
p
ŵ
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o
n
o
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m
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e
d
o
l
i
t
i
q
u
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n
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I
9
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P
;
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S
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.
諸
家
は
先
づ」

分
0
5
5

〖

が
所
謂
需
嬰
供
給
の
法
則
は
« 

値
の
創
生
製
素
に
ぁ
ら
ず
|#
だ
其
難
»
婴
素
の
み
‘レ
一ム 

へ
る
言
說
を
繼
承
し
て
、
價
値
の
梢
成
因
ど
價
値
の
變
；
 

動
因
ビ
を
峻
別
丨
、
以
て
該
法
則
を
過
大
^
重
視
す
る 

の
危
險
を
嚴
戒
す
る
^
共
に
、
«

ん
で
需
要
供
^

0
11 

後
に
潛
在
す
る
力
の
洞
察
を
試
る
。」

乃
ち
一
物
の
需
要 

を
決
笨
す
る
窮
極
の
力
は
：
其
物
の
對
應
す
る
欲
製
の 

範
圍
及
び
强
度
ど
.、
並
に
各
人
が
之
を
漉
得
す
る
爲
に 

支
拂
ふ
を
博
ん
ず
る
犠
牲
ビ
で
ぁ
る
。
若
し
其
滿
足
を 

0

ふ
の
®
用
が
餘
り
に
大
な
り
を
1
:斷
せ
ら
る
、
に
於 

:て
は
"
需
要
は
高
價U

過
ぐ
る
生
鹿
物
を
離
れ
て1

厨 

有
利
な
る
代
用
物
に
轉
す
る
で
：め
ら
ぅ
。

一
方T

物
：の 

供
給
を
決
足
す
る
ヵ
は
、
市
場
の
現
存
请
及
び
名
*
^' 

著
の
字
放
さ
ん
^
,欲
す
る
[1
格
に
存
す
れ
ざ
も
、

11
1
兩 

者
は
亦
.た
仑
れ
自
身
屢
々
生
鹿
の
出
費
^
侬
賴
す
る
も

に
於
る
惯
値
論
の
發
逯

 

へ
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此
生
藓
費
の
問
題
に
.關
し
T:
は
諸
家
：は
英
國
古
典
學 

派
の
先
蹤
を
追
隨
し
、
«
限
，に
再
生
產
妃
能
は
ざ
：6
物 

又
は
全
然
興
4 3

產
し
能
は
，ざ

る

物

^

，

«費
の
40
^
を 

問
は
中
兎
も
角
無
限
に
«
生
產
^
得
る
物
ぜ
の
間
に
、

K
別
を
設
け
て
考
察
す
る
。
第
：1
に
藝
術
品
の
如
ぐ
再
：
 

生
產
不
可
能
な
る
物
に
在
り
て
は
，
興
價
tt
の
變
勒
は 

產
費
に
如
關
係
で
あ
る
。
其
は
.好
事
家
の
之
を
手
に 

入
れ
ん
ビ
す
る
願
a

气

占

有

者
の
之
を
手
放
す
事
を 

拒

^
す
る
の
意
志
に
依
つ
て
支
配
せ
ら
^'
る
。
1
だ
獲 

得
の
困
難
の
み
が
之
を
斷
念
し
て
他
に
轉
向
せ
し
む
る 

の
み
で
あ
る
。
即
ち
此
場
合
に
於
て
は
需
要
供
給
の
作

九
〇

ま

,>
に
無
限
に
釣
上
る
事
ば
不
，可
能
で
お
る
;°
蓋
し
買 

手
の
意
向
を
斟
酌
せ
ざ
.る
に
於
て
は
0
^
の
_
退
を
想 

起
し
、
收
益
意
の
如
く
な
らH

る
可
き
を
以
と
ぐ
あ
る 

(
C
o
l
s
o
n
:

 

o
p
. 

cit.

rL

 

p. 

2
1
7
)°

:

撥
後
に
幾
多
の
苒
生
產
可
能
な
る

物
に
就
き
て
は
、 

其
價
値
ば
需
耍
供
給
に
依
賴
す
れ
V

I
、，

然
も
是
等
諸：： 

物
は
自
由
競
淨
の
支
配
下
に
在
.る
を
以
て
、
價
値
の
變 

動
ば
生
產
の
經
«

に
向
つ
て
牵
弓
せ
ら
れ
る
。
#

給
は
；. 

.需
要
に
、
需
要
は
供
給
：に
投
合
せ
ん
w

t
る
交
互
作
用
：
 

.
，
に

依

レ

不

斷

，
卩

一

高

一

，
低

の

#

動
を
描
き
つ
\

無
限 

に
舞
生
產
可
能
な
る
貨
物
の
價
値
は
自
由
市
場
に
於
て
：
 

,
.は
、
：.其
原
價p

r
i
x

 

d
e

 

r
e
v
i
e
n
t
:

に
引
寄
せ
ら
る
S
も
® 

で
あ
る
。：
而
し
て
此
價
値
を
決
定
す
る
倾
向
を
有
す
る
：
 

所
の
生
產
费
は
.

消
費
者
の
需
要
.全
體
に
滿
足
を
與
ふ 

る
に
缺
く
可
か
ら
ざ
る
供
給
*

佥
體
の
生
產
に
參
與
せ- 

.る
者
の
中
、
最
も
不
刺
な
る
倐
件
の
下
に
生
產
し
つ
、 

あ
る
生
產
者
の
生
產
费
で
.あ
る
。.
.即
ち
學
術
的
.に
.表
現

.
用
は
#

制
的
且
つ
絕
對
的
で
あ
る
。
其
は
代
位
の
法
W
 

'
に
依
な
此
過
大
の
_
牲
を
耍
求
す
る
欲
望
滿
足
に
代
る 

可
き
新
た
な
る
對
象
を
發
見
す
る
以
外
に
は
、
可
等
の 

制
肘
を
蒙
る
«

無
し(

1̂
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:

第

ニ

に

自

然

的

に
{ ^

再

生

產

可

能

な

れ
^

\

 
‘國

家 

:
の

獨

占

事

業

た

る

が

爲

に

自

由

に

私

人

の

洱

生

齑

を

許

；
 

さ

^

る

物

、
例

へ

ば

烟

孽

、
鐡

道

の

如

き

に

於

て

は
、

！i

 

要

供

給

の

作

用

は

常

遒

を

逸

す

る

。

即

ち

競

#

の

發

生
：
：
: 

.
す

る

餘

地

無

き

が

故

に

、

價

格

は

賣

手

の

禅
i f
f

を

以

て
’
. 

,
其

獨

占

窜

業

ょ
6

最

大

可

_

の

收

益

を

舉

ぐ

る

が

如

く
 

に
"

決

定

せ

ら

れ

る

。

此
«

合
，I

生

爺

物

乂

は

一

勤

勞

，
 

に

課

せ

ら

る

、
價

格

は

多

少

生

產

の

經

費

を

超

加

し

そ 

.著

大

な

る

收

益

の

增

加

を

得

せ

し

む

る

も

の

で

あ

る
0 

但

此

獨

占

價

格

ど

雖

全

然

獨

占

者

の

貪

婪

な

る

意

志

の

■.す

れ

ば

.限

界

生

.產

費

で

あ

.

る

。

此

.理

は

工

場

製

品

の

如
 

ぐ

不

變

の

費

用

を

以

て

、

»

生

產

し

得

る

物

に

關

し

て

も
、
，
.f
i
瘠
其
度
を
.異
に
す
る
土
地
の
耕
作
物
の
如
く
、
 

，遞
_增
す
る
費
用
を
以
.て
の
み
與
^
產
し
得
る
物
:^
關
し
.. 

て
も
同
斷
で
あ
る
。
而
し
て
假
令
ニ
部
の
生
產
潘
が
其 

生
產
物
の
：價
値
を
以
て
，其
生
產
の：

經
费
を
償
ふ
能
は
ざ 

，る
が
爲
め
に
遂
に
落
伍
す
る
辦
あ
り
マ」

も
、
此
は
限
界 

:

生
產
費
が
價
値
を
決
定
す
る
傾
あ
ぅ
ビ
云
ふ
常
規
を
攪 

亂
す
る
も
の
に
あ
ら
す
。
蓋
し
其
は
此
落
伍
者
の
生
厳 

，物
が
最
早
市
場
^
必
要
な
ら
ざ
る
事
を
證
明
す
る
に
外 

:ぶ
ら
ざ
る
が
故
で
あ
る(Leroy-Beaulieu : op. c

i
t
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, et 
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00
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但
自
由
に
再
生
產
し
得
る
諸
物
の
價
値
.は
生
產
费
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依
つ
て
決
定
せ
：ら
も
\
侧
向
あ
り
S
云
ふ
も
、
其
は
人
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雜

錄

佛

蘭

西

經

濟

學

が

是

等

諸

物

の

所

有

に

_

し

て

赋

與

す

る

猶

賞

の

程

度
 

の
.最
高
®
を
、
踰
越
せ
ざ
る
蕾
內
に
於
て
の
事
で
あ 

る
"
然
&
す
ん
ば
®
格
の
暴
騰
は
消
费
者
を
し
て
他
こ 

朱
ち
し
め
、
‘其
、生
廒
は
所
»
、最
も
有
利
«
る
：條
件
の
下 

に
在
る
、生
產
莕
に
の
み
限
M
,せ
6
れ
る
で
：*
ら
ぅ
。

®

©
:
に
侬
つ
て
表
現
せ
ら
る
へ
一
物
の
效
用
Z
そ
は
、
者 

に
必
中
0
俯

の
決
宛
的
條
#
を
爲
す
も
の
.で
あ
る
。
夂 

邦
故
に
惯
値
の
凡
ゆ
る
»
動
は
密
接
に
人
類
の
欲
望
に 

依
8
す
る
°
是
れ
怫
蘭
西
流
の
見
解
の
#
徵
で
あ
る
。
ハ
 

斯
く
て
’羅
贽
現
代
姻
說
の
歸
趨
す
る
所
は
、:
需
要
供 

給
の
作
用
は
®
値
の
®
動

5

:

5の
關
係
に
立
つ
。
即 

も
、
傲
®
は

「

人
を
し
て
#
'組
惟
す
る
，交
換
を
行
ふ
 ̂

军

ら

し

、
め

：
た

る

|
|耍
供
給
の
_
係
の
表
現
に
ん
て
、：
：又 

此
他
敝
は
將
來
の
交
換
に
於
て
髂
避
供
給
の
^
®
す
可 

き
®
限
の
股
因
を
爲
す
も
0
な
り」

：ド
こ
；ム
ふ
の
で
ぁ
る
。

ト
於
i

i

途 
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b
a
u
d
: 

C
o
u
r
s

 

d

ぶco
n
o
m
f
e

 

p
o
s
q
u
e
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 t. 

L

 

pp. 

2
6
0
- 

264,—
T
u
r
g
e
o
n
: 

op; cit. 

pp. 

4
K
2
-
>
4
7

 
ノ

避
れ
惯
値
の
一
般
的
變
動
の
-;
*
進

~-
:
*退
.の
眞
相
で
ぁ
名 

(
r
o
l
&
e
-
s
e
n
e
u
i
i
: 

o
p
: 

cit.

广 I. 

p.. 

2
3
2

 : 

.
W
.
P

3

,

.

:

佻

靡
®

に

於

る

經

濟
l«
値

論
；®
達

の

徭

路

並

に
其

現
 

.
在

の

趨

勢

は

大

樣

»

說
の
in
し

。
而
し
て
吾
人
は
®

全 

過
程
を
通
覺
し
脈
絡
一
質
終
始
不
變
の
思
想
.が
、
畢
竟 

左
記
の
®
大
源
泉
ょ
り
發
せ
.る
を
見
る
。
效
用
'
%

少
. 

；

性
、
被
交
換
性
"

及
び
此
三
者
?:
一
 

語
に
包
括
せ
る
：被 

■
求
性
S

I

S

則
ち
是
れ
で
ぁ
る
。
故
に
愛
は
諸

家
の
見
解
を
此
四
礙
に
壓
縮
し
て
結
論
に
代
へ
度
い
ビ

|思
ふ
0
.
.
:
'
:
. 

:

ヾ

價

値.の
觀

念
は
鬼
づ
效
用
を
前
提
ど
す
る
。
效
用
は 

吾

人

が

其

諸

欲

望

 
<

諸
物

e
の
間
代
樹
つ
る
適
合
0 :
關 

廊
で
ぁ
る
:'
0

.
吾

人

が

其

欲

蓮
办

瓢

れ

か

j

に
適
應

す

皮
 

fl
黪
し
、
楚
れ
に
侬
つ
で
滿
妃
を
享
得
す
る
所
の
凡
ゅ 

る
物
は
效
用
を
.具
有
す
る
。
此
適
合
性
則
效
用
に 

凡
ゆ
る
物
は
價
値
を
體
得
す
る
°
之
を
所
有
し
之
を
保

栉
す
る
渚
に
は
®
用
價
値
を
、
，之
を
賣
却
又
は
購
買
せ
す
影
響
ょ
b
m
.は
^
、
價
値
を
認
識
刺
斷
す
る
人
間
.0 

ん
ぞ
欲
す
る
者
に
は
交
換
價
値
を
礙
生
す
る
'。

一
物
の
效
用
が
或
は
顯
現
し
或
は
消
滅
す
る
に
從
ひ 

其
惯
値
も
或
は
顯
現
し
或
は
.消
減
す
る
。
又
同
一
欲
鏵 

に
對
應
：す
る1

一
物
の
內
、
吾
入
は
.其
充
足
に
.一

層
好
適 

な
^
V

W

M惟
す
る
物
、
換
言
ず
れ
ぼ
一
層
大
な
ん
效
用 

を
具
有
す
る
物
に
一
層
火
な
る
價
値
を
賦
與
ず
る
。

丨
，趣
之
.效
用
は
吾
人
が
諸
物
，に
認
知
し
赋
與
す
る
相
辑 

的
性
質
に
し
て
"
是
れ
.效
用
を
價
値
の
：.「

質
的
.耍
素」 

n»>
M
m
e
n
t

 

qualitatlf 

V」

稱
す
る
所
以
で
あ
る
。

彳「

效
用
は
欲
望
e
物
d

の
適
合
關
係
な
.る
が
故
に
、
其 

は
へ
癒
て
の
關
係
が
然
る
が
如
く
は
ャ
主
體
せ
客
體
を
有 

す
。-
主
體
は
欲
鐵
を
感
受
す
る
人
間
>
客
體
は
此
欲
望 

'に
應
ず
る
物
で
あ

る

o

]f
n
し
て
吾
人
は
效
用
を
人
間
の 

侧
に
於
て
考
ふ
‘
時
虫
a
的
ビ
ーk

ひ
、
物
の
侧
に
於
て 

;
#ふ
る
時
客
a
的

をK,

ふ
0
此
效
用
關
係
の
ニ
項
は
；固
.

1ょ
り
全
然
分
離
し
能
は
ざ
れ
ど
も
、
價
値
觀
念
比
及
ば

方
が
價
値
を
體
現
確
保
す
，る
.物
4
り
も
、
ニ
層
有
力
で 

，あ
る
。
換
言
す
れ
ば
價
値
は
客
觀
的
ょ
、り
も
寧
ろ
主
a 

的
で
あ
る
。
；
.
. 

：

.

吾
人
の
0
常
恒
久
0
欲
望
に
對
應
す
る
諸
物
に
就
き 

て
は
、；
萬
人1

致
是
れ
.に
普
偏
的
®
要
性
を
與
へ
人
類 

の
刺
斷
は
傳
統
的
に
是
に
繼
S
的

效

用

を

授

く

，
る

が

故
 

に
、
吾
人
は
往
々
其
價
破
は
#

人
の
私
的
欲
缚
菩
人
の 

個
々
の
評
價
に
依
る
以
上
に
、
寧
ろ
.人
類
の
^
理
木
® 

の
欲
蓮
に
對
應
す
る
是
等
諸
物
の
根
本
的
性
質
に
倚
賴 

す
る
も
の
？
瓜
惟
し
勝
ち
で
あ
る
U
然
し
此
は
迷
妥
で 

あ
る
。
.:
興
價
値
は
依
然
谷
人
の
：主
観
的
判
斷
を
诚
礎
ミ 

し
"
偶
々
數
世
紀
に
1

_
性
に
依
り
社
會
的
^

¥ 

强
め
れ
6
に
過
ぎ
ぬ
。
剩
へ
斯
か
る
見
解
は
吾
人
を
® 

:

い
て
效
用
€
.共
に
'價
値
を
客
觀
化
し
？
偾
値
は
菅
^
諸 

:

物
の
自
然
的
性
質
S
不
可
分
な
>

t
沄
ふ
R

J1
:
ら
ず
ハ 

.吏
に
之
を
人
間
個
々
の
意
見
ヾ」

無
11
係
な
る
か
の
如
く
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四

解
釋
せ
し
む
る
危
惧
が
あ
る
。
又
事
實
萬
人
の
！！
め
て 

效
用
あ
b V
爲
す
物
の
價
値
を「

內
私
價
値」

v
a
l
s
r

 

i
n
t
l
q
u
e

ど
呼
ぶ
者
あ
れ
^
も
此
は
：失
當
で
あ
る
。
 

蓋
し
諸
物
の
效
用
は
隨
づ
：て
俏
値
は
關
係
の
観
念
を
包 

;

含
す
る
が
故
に
、
例
べ
ば
色
彩
輕
重
ビ
云
ふ
が
如
.き
物
'
 

:

理
的
性
質
に
全
然
之
を
閉
な
澝
め
る
，事
は
出
來
ぬ
。
效 

用
を
甚
礎
:̂

す
る
價
値
は
、
人
間
の
か
意
が
外
的
■財
ど 

，內
的
欲
望
S

の
間
K
設
く
る
連
賴
の
觀
念
で
あ
る
；。
其 

:

到
斷
が
萬
人一

致
的
な
る
K

m
獨
孤
立
的
な
る
せ
を
問
：
 

は
ず
、
諸
物
に
其
僧
値
を
：賦
與
す
る
者
は
人
間
の
判
斷 

.で
；あ
る
。
而
し
て
此
判
斷
は
典
出
：級
©
を
欲
望
.の
感
« 

中
に
有
し
て
ゐ
る
。
故
に
®
令
價
値
は
其
前
提
た
る
双 

用
ビ
共
に
諸
物
の
資
質
に
結
合
せ
ら
る
せ
雖
、
其
は
何 

i
K
Vも
先
づ
人
間
の
欲
黛
に
倚
紙
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

今
日
無
用
の
物
も
人
間
の
心
意
^
依
6
て
明
日
は
有
用
.
 

ヒ
爲
其
結
果

價

値

を

獲

得

す

る

事

も

あ

ら

ぅ

。
乃 

:

ち
知
る
。
人
間
こ
そ
は
價
値
の
眞
の
創
造
者
で
あ
る
o

價
値
は
其
第一

の
前
提
た
る
效
用
の
外
に
、
觅
に
.

稀 

少
性
の
備
は
る
に
あ
ら
：ず
ん
ば
理
解
1
る
を
得
な
い
0'
:
 

效
用
あ
る
一
物
の
倒
値
は
其
稀
少
に
比
例
し
て
增
加
し 

其
饒
多
に
此
例
し
て
減
少
す
る
.。
是
れ
物
愈
々
稀
少
rl 

れ
ば
之
を
獲
得
.す
る
.事
愈
ゲ
困
難
に
し
て
、
之
を
所
有 

す
る
事
愈
々
有
利
な
る
故
で
あ
る
。
其
結
果
無
償
的
效 

:

用
を
與
へ
ら
れ
た
る
諸
物
パ
換
言
す
れ
ば
各
人
の
自
由 

裁
量
に
委
す
る
程
自
然
に
侬
タ

て
豐
富
に
s

«
せ
ら
：ル 

tt
る
諸
物
は
、
毫

篮
も
價
値
を
構
成
せ
ぬ
。
fi
ff
i
は
ft 

.だ
有
償
的
效
用
.換
言
す
れ
ば
其
:a
制
限
せ
ら
れ
、
之
を 

:

生
產
す
る
に
人
間
の
勞
働
を
要
す
.る
諸
物
の
效
用
に 

の
み
限
局
せ
ら
れ
る
。：
：乃
ち
效
用
を
價
値
の
質
的
要
素

ぐ

」

す
れ
ば
稀
.少
性
は
■價
値
の
.最
的
要
素6

r
m
s
t

 

I

. 

titatif

で
あ
る
。

乍

併

經

濟

的

齡

，少

性

は

單

な

：
る

數

理

的

齡

少

®

で

は 

な
いf

,
其
效
用
を
剝
奪
せ
ら
れ
た
る
■
物
は
如
何
に

 ̂

量
微
々
た
ら
S

V
、
經
濟
的
に
は
输
少
な
ら y」

S
ふ
を
'.

.得
な
い
：。
價
値
の
要
素
看
做

3
る
.、
*
少
性
は
、
生 

:

產
物
の
分
量
が
吾
人
の
欲
望
の
總
量
に
對
し
P

V
權
衡
： 

を
失
す
る
の
謂
ひ
に
外
な
ら
ぬ
。
諸
物
の
價
値
は
效
用 

V

稀
少
性
t
の
結
合
の
結
果
で
あ
る
。

」

；

:

加
之
大
な
る
蓊
侈
品
の
場
会
に
於
て
は
、
他

人

の

所

^
 

布
せ
ざ
る
物
を
所
有
せ
ん
ヾ」

す
る
«
益
«
る
乍
併
頻
發 

ず
る
欲
望
の
爲
に
> 
稀
少
性
自
體
が
效
用
其
物
の
增
加 

の

因

：た

る

場

合

が

あ

る

。
::
-
::
:: 

.
:
:
'
.

:最
終
效
用
說
は
此
.稀
少
性
の
效
用
に
及
.ぼ
す
反
動
的
■
 

影
響
を〗

股
化
せ
る
も
の
で
あ
る
。
郞
ち
物
•は
效
用
の 

::

具
備
す
る
を
俟
つ
て
始
め
て
價
値
を
，注
じ
、
而
し
て
此 

效
用
は
其
稀
少
の
程
度
に
應
じ
て
變
化
す
る
。
：
隨
っ
て 

效
厢
を
前
提
€
す
る
K
値
も
亦
た
ゃ:.j

物
の
處
理
し
得 

:ら
る
V
分
量
S
是
れ
^
對
應
す
各
欲
望
じ
の
割
合
の
如 

何
に
依
っ
て
增
減
す
る
0
唯
だ
！i

述
の
如
く
愛
に
謂
ふ
；
 

所
の
稀
少
が
、
一
歡
理
的
稀
少
'絕
對
的
稀
少
に
あ
ら
ず
し

て
"
::
:
經
濟
的
稀
少
相
對
的
稀
少
な
る
事
の
記
憶
を
耍
す

.-

.

.
-

笫

十

八

卷(

一
六
S

5

雜錄佛蘭西經濟前

〔

る
の
み
o

:
比
稀
少
性
な
る
觀
念
の
中
に
人
間
の
勞
働
の
價
値
じ 

及
ぼ
す
作
用
を
も
*

取

す
る
親
が
出

來
る
。
蓋
し

稀
少 

性
の
由
て
來
る
所
は
、
IM

む
所
の
效
用
を
自

然

よ
タ

柚 

|

W
す
る
事
が
、
.或
は
大
或
は：

小
な
る
困
難
を
伴
ふ
故
で 

I
.

あ
る
。

一

物
の
存
祛
景
が
其
現
邋
の
欲
鐵
に
^
應
せ
ざ 

.
:る
事
を
«

»
す
る
^
少
性
は
、
常
に
或
は
原
料
の
缺
乏 

‘
よ
り
或
は
所
要
勞
働
の
過
大
よ
り
或
は
腿
々
此
兩
者
の 

祓
合
よ
b
生
す
る
所
の
、
生
產
の
困
_
を
前
提
ミ
す
る 

も
の
で
あ
る
。
乃
ち
人
間
の
勞
働
は
稀
少
性
を
通
じ
て 

價
値
に
影
響
を
及
ぼ
す
"
斯
く
て
又
稀
少
性
は
獲
得
の
.
 

困
_

ミ
不
可
分
の
觀
念
で
あ
る
。
 

I
 

1
K
.價
値
は
其
質
的
要
素
れ
.る
效
用
S

K
ff
l
的
耍
素
た
る
:'
: 

:

稀
少
性
に
加
ふ
る
じ
、
觅
に
被
交
換
性
を
前
提W

す
る
o 

•

:;
:
換

言

す

れ
ば

稀
タ
®

を

具

備

す

る

效

用

が
、
讓
渡
せ
ら 

れ
得
る
事
を
必
要

^
す
る
。

1H
此
補
充
的
製
素
は
價 

値

の

構
®

要
素

.に
あ

ら
.ず

し

て

、

迆
に
其
表
現
要
素

巧
於
る
^

値
蹄
の
.發
笾 

第

十一

號 

九
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 e
x
p
r
e

s.f

た
る
に
過
ぎ
ぬ
、

.
凡
そ
交
換
の
實
行
せ
ら
る
S
以
前
に
於
て
、
交
換
せ 

ら
る
可
き1

ー
物
は
雨
‘常
雄
苕
に
依
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
效 

用

af
e
に
®
少
性
に
從
ひ
其
價
値
を
此
較
せ
ら
れ
ね
ば
な 

ら
ぬ
。
交
換
價
値
を
以
て
諸
物
，の「

獲
得
力」

？K

義
す 

，る
場
合
ざ
雖
、
猶
ほ
效
]|
]

€
稀
少
性
を
«
視
す
る
事
は 

出
來
ぬ
;°
蓋
し
諸
物
に
此「

獲
#
力」
を
赋
與
す
る
も
の 

は
、
此
兩
者
に
外
な
ら
ざ
る
が
故
で
あ
る
。
凡
ゆ
る
交 

換
は
ニ
個
の
®
歲
の
比
較
を
意
味
す
る
°
假
に
此
ニ
願 

:望
が
當
.事
者
に
取
な
て
同
等
の
强
度
を
有
す
る
に
於
て 

は
、
交
換
發
生
の
餘
地
は
.な
い
。
其
一
が
他
に
優
越
す 

，る
場
合
に
於
て
始
め
て
交
換
は
實
行
せ
ら
れ
、
內
的
判 

斷
ば
外
部
に
腸
露
し
價
値
の
混
沌
漭
然
た
る
觀
念
は
明 

■靡
に
確
定
し
願
現
す
气
羅
竟
交
換
ば
價
値
觏
念
を
實 

際
に
表
現
し
カ
强
く
認
知
せ
し
ひ
る
k

の
で
あ
る
。
豪 

も
其
れ
以
上
に
出
でg

。

-

乍

併

他
;!
;
.に

於

て

i

物
が
被
交
換
性
無
き
に
於
て

は
、
之
を
他
に
S

す
る
能
は
や
之
を
他
ょ
b
收
受
す 

る
能
は
ざ
る
が
故
^
、
耻
會
的
な
る
意
義
に
於
て
は
惯 

.値
を
有
せ
ぬ
.
交
換
價
値
は
常
に
讓
渡
邱
能
の
效
用
、 

.占
^
可
能
の
效
H
を
前
提
^j

す
る
。
ff
l
此
«
合

*.̂
雖

必
 

ず
し
も
事
實
交
換
の
施
行
せ
ら
る
、
を
要
せ
す
、
唯
だ 

交
換
を
行
は
V
行
a
得

ら

：
る

、

可

能

性

あ

ら

ば

^
る
。

.
要
す
る
に
價
値
は
交
換
の
以
前
に
存
在
す
る
辦
疑
ふ 

を
得
ざ
る
所
な
れV」

も 

> 
然
も
一
物
の
交
換
不
可
能
 ̂

る
に
於
て
は
之
を
確
*
に
課
知
す
る
を
得
な
い
。
M

れ 

被
交
換
性
を
以
て
價
値
め
表
現
.要
素
せ
爲
す
所
以
で
あ.

'
前
揭
の
效
用
、
稀
少
脞
、
，被
交
換
性
の
三
薄
は
之
を 

.

「

被

希

來

性j

な
る
一
語
に

{!
!
«
す
る
事
が
出
來
る
。

I

第

一

に

吾

人

の

.
希

求

す

る

：
は

it
だ
®
己
に
取
$

T
效 

.用
あ
る
諸
物
の
みa

遨
榈
の
諸
物
の
滿
俎
せ
し
む
る
欲 

,
_望
の
自
然
的
な
る
€
人
^
的

.̂：
る
.

*
效
用
の
嚴
^
^
 

重
大
な
る
ぞ
浮
難
些
細
な
る
と
は
問
ふ
所
に
あ
ら
ず
ノ

凡
ゆ
る
呦
は
其
個
人
的
に
利
用
し
得
る
限
り
、
個
人
的 

に
希
求
：せ
ら
れ
る

o
故
に
菩
人
の
希
求
は
希
求
せ
ら
る 

、
諮
物
の
或
は
大
成
は
小
な
る
效
用
を
"
換
言
す
れ
ば 

價
値
.の
第
一
の
要
素
を
豫
想
ず
る
。

I
S

 
二
に
吾
人
の
希
求
す
る
は
唯
だ
或
は
大
成
は
小
な 

る
稀
少
性
め
る
賭
物
の
み
。
：如
何
に
必
要
茧
極
の
物
#.
:
 

^
雖
其
過
剩
に
存
枉
す
る
酿
り
.̂

是

れ

^

對

し

て

希

求
 

0
念
は
起
り
得
な
い
。：：希
求
の
念
の
覺
醒
に
は
物
の
缺 

乏
を
必
耍
ヒ
す
る
。
蓋
し
吾
人
の
.希

求

は

某

飽

滿^;
共 

に
'消
先
す
る
も
の
な
る

が
故
に
、
唯
だ
或
は
大
成
は
小 

な
る
程
腺
に
於
て
吾
人
ょ
6
奪
は
れ
た
る
效
用
に
就
き 

て
の
み
、
存
彺
し
得
る
道
理
で
，ぁ
：る
。
：希
求
性
は
愛
卩
：
 

價
«
の
#
ニ
の
要
素
を
包
含
す
る
°
:

最
後
に
®
人
の
合
理
的
に
希
求
し
得
る
は
"
«
だ
或 

は

大

_

は

小

な

る

程

度

に

於

て

其

效

用

の
交
換
可
能
な 

る
諸
物
の
み
。
濺
得
融
姐
讓
渡
占
有
の
不
可
能
な
る
凡 

ゆ
る
物
は
、
人
是
れ
に
接
近
す
る
能
は
，す
。

隨
つ
て
常

.

識
あ
る
人
士
は
之
を
希
求
す
る
事
を
斷
念
す
る
。
希
求 

性
は
即
ち
雛
易
の
楚
こ
そ
あ
れ
一
の
.被
交
換
性
を
、
换 

言
す
れ
ば
價
値
の
第
三
の
要
素
を
前
提
ご
す
る
。

畢
竟
希
求
性
は
價
値
の
一11

耍
素
を
完
備
す
る
。
偾
値 

j

は
希
求
性
の
一
語
に
盡
き
る
。；
而
し
て
吾
人
は
其
諸

« 
I

の
希
求
の
中
に
階
級
を
樹
て
差
等
を
附
す
る
が
故
に

？
.
 
I

.此
主
觀
的
裁
斷
に
從
つ
て
諸
物
の
價
値
も
亦
れ
上
下
す

怫
蘭
西
學
派
の
大
勢
は
»

く
て
，價

値

の

根

源

を

人

間 

\

の
心
意
中
に
發
源
せ
し
め
，
か

の「

人
間
は
馮
物
の
尺 

度

？

」

-
L

f
 日e 

est 

la 

B

e

l
 

d
e

 

t

i

| 

choses 
^
 

€

一
一
ム
ふ
古
語
を
し
て
、
新
た
な
る
精
彩
を
以 

て
與
生
せ
し
め
れ
。
：(

完)

：
:

附記小論の卿举

U

臨
み
、
；: #
1
1裏

1 £

な
る
資
料
4 »
贷
與
せ
ら
れ 

|:

る
增
井
教
授
及
び
佛
餅
の
来
熟
か
補
ふ
可
く
1

々
助
茛
か 

.
寄
乜
? :

る
获
原
杏
太
郞
群
1;
.
、
深
謝
の
寓
か
爽
す
。

m

T
八

餘

(

T

パ三五

〕

雜

錄

佛
醫
經
濟
f

於
る
似
値
論
の
i
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